
技能労務職員等の給与等の見直しに向けた取り組み方針 

                               福島県相馬市 

平成 21年 4月 1日 

 

●取り組み方針策定と背景 

 国及び地方とも、厳しい財政状況下にある中で、その健全化を図ることが重要な

課題となっています。本市では、基礎自治体として、地域にふさわしい公共サービ

スを提供し続けるとともに、行財政改革を推進しております。  

本市の職員の給与については、市の財政状況と、地域における民間給与等の状況

も勘案し、市民の理解と納得が得られるよう、平成 16 年度から職員給与の独自削

減を実施するとともに、国における平成 18 年度の公務員給与構造の抜本的見直し

と同時に改革を実施し、その後は人事院勧告及び福島県人事委員会勧告等を踏まえ、

より適正な取り組みをしてまいりました。  

技能労務職の職員の給与については、全国的に、同種の民間企業従事者と比較す

ると、高額ではないかという指摘を受けていることから、このたび本市技能労務職

員の給与等を適正水準の給与制度の運用に向けた取り組み実施についての方針を

策定し、公表するものです。 

 

●相馬市の技能労務職員給与の現状 

福島県・国・類似団体の平均給料月額、の比較は下記のとおりです。 

技能労務職と民間職種の比較にあたり、市の技能労務職が正規の職員のみであるの

に対し、民間従業員は1カ月18日以上雇用する短時間労働者やアルバイト形態の雇用者

分も含むため、一概に給料の高低は比較できないものの、民間の同業種の平均給料より

も全体的に高くなっています。 

 

■職種ごとの人数・平均年齢、平均給与等及び県の給与 
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※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用している。（平成18～20年度の3ヵ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではない。

※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、公務員においては前年度に

　支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値である。
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※上記の状況は、平成２１年４月１日現在のものです。 

※本市の「平均給与月額」は、給料月額のほか、扶養手当、通勤手当、住居手当、時間外手当などを含みます。 

※「平均給与月額（国ベース）」は、給料月額のほか、扶養手当、住居手当、寒冷地手当を含みます。 

 



 

 

●近年の技能労務職員給与等の適正化に向けた取組 

 平成 15年度以降 技能労務職員不採用（退職者補充無し） 

平成 16年 4月～ 独自削減の実施  

平成 18年 3月    技能労務給料表 4級・3級在職職員 5％削減 

技能労務給料表 2級・1級在職職員 3％削減 

平成 18年 4月～ 独自削減の実施  

平成 21年 3月  技能労務給料表 4級・3級在職職員 3％削減 

技能労務給料表 2級・1級在職職員 2％削減 

平成 17年 4月  退職時特別昇給の廃止 

 平成 18年 4月  給与構造改革の実施 55歳以上昇給抑制の実施 

 

●技能労務職における特殊勤務手当 

 清掃業務員の手当・・・清掃作業にもっぱら従事する職員で日額 250円  

  

●見直しに向けた基本的な考え方 

 技能労務職の給与については、地方公営企業法第 38条の規定により、「生計費、 

同一または類似の職種の国及び地方公共団体の職員並びに民間事業の従事者の給

与、団体の経営状況等を考慮して定めなければならない」とされており、これらを 

踏まえて、適正な水準の給与になるよう、また、市民の理解と納得を得られるもの

となるよう努めてまいります。 

 

●具体的な取り組み内容について 

◇定員について 

 相馬市では、平成 22年 4月 1日には、302名となる予定で、そのうち技能労務職

給料表適用の職員数は 39名となる予定であります。 

 これまで、相馬市は平成 17 年度に作成した集中改革プランを実践し、一般行政

職並びに、技能労務職の退職職員の不補充により、職員数の大幅な削減を実施して

まいりました。 

 今後も引き続き、職員の適正化に努めるとともに、必要に応じて、臨時職員や再

任用職員の雇用、または民間事業者への委託も視野に入れながら、対応してまいり

たいと考えております。 

 

◇給与について 

 技能労務職の職員数は今後も減少していくことから、当分現行の取扱いを考えて

おりますが、技能労務職員の職務職責に応じた給与水準を考慮しながら、昇格基準

の見直し等により適正な水準を維持できるよう努めてまいります。 

 

◇その他 

 これまで同様、業務の効率化へ向けた取り組みを継続し、市民サービスの低下を

招かないよう努力してまいります。  

 

 


